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A 163 釦を疹,しべ･レでの曼味物驚作用

近気ﾒこ,ヤ短ち，　　 ・飯 似 伶

i 的.   味^(-  つ，卜丿 ま味と<t 学橋走x. <n 関係，電 気^ 理学しベルr の研究，知 覚しべ･レ

ズ の珊% ，t  り丿J 味 の相I-作 用な引 幕,々 々肩`野やらの研 瓢がrt たれ-い' 々。味隻茎 のと

< に初期過超I- 闇 に ち 伎 豪めχ外 分の研 蛎J  f:味狗質の稗亀 の片 を対 象と.T  ヽ･る紀

刺淑を釦 才る辰奮鴉 ま-c考息 し靫研覧ず私塾と｡覧わ収^ ．L  t)--し味陶肥 が芝わめx '1、r  ヽ，

艮め，fU條眼r^ おヽ ･する化畢麦秀 の分子レベ ル-t'の現 髄を追跡 すh の,ま困難r ヽjりゐ。 このよ

う'i こt  から,   練隻鬼 の初期過株 を疼 る艮わモダ,レ膜r^対-f ^¥ 種の蔓本的^ 味物t の作

用を調 べ斥。

tit,。ミ'J /t°ア便r-Z令ヽ戌雁賓ジオレイ/レフ才スフｚ 一卜(Doprt) を吸為t  it尽眼を調 製

し,    μ,M と/oot,M のK 戈瀋農で(J t んだ。芳練，酸味，塩味そI X 甘唯物饗のべ表と(.て

キ＝-一本，Hﾆ £,  滅cし ショ糖 を^ な，これ･; のー味物質をUM  紅£剣（ 本加c  rﾐt  ^ の

恨電匁 変化 を測え( 尺. 眼洩疵･z 微 、t*.印加･- ≫i  ̂ r う̂f  ｲt^ 化よ'; れめた。

扨果。･χこ 一ー礼Hdi  そい- 鳩山a  眼拓眺 ＼-~ Z打%  影學剛 ぺ ヽ'が眼電位 を顕者,り 此々

極 戈  r  ̂こと,から,   これ4  3 ftのi 味物警･ 膜の野面m 政 をt え>5 こいa  より生体簒やの
使賂鴉一 位%  発>i. tt るi    ・と｡考 え,ら れゐ。J  り を時的rj 電政 変化の解析t･ヽら,   ﾉd  や

威a (J 眼表面-t- その勧 裴を^ 暉-f るのr ̂ifし， キ＝一一かi  順哨うt-i. にE 味知蓼をそ 現

す% も のtm 衆t  れ% 。 沁 糖,3低凛凛-iヽa膜机抗 を寿干増加X  1L, あ;｡凍農吠丿二--r'恥下

^t た。そL  -t 眼抵札 が低ﾉ下｢ る<r> て並行しX  膜電ｲ4. モ伽 下T  ゐ- 乙令り,  抹散 電復r.作
用いt   ヽ ･^  {<h   )L･茫･つれ々。

A 164　和風・溥風にし汁叫火用犬島 乙官能評価について
瀞同央禾口短大　 井 上､明夫

目的 汁 物吹兎物料 理口 火うに し汁μ徒 東 大ぢ 素ら らヽ旨味践仏&  寡 ゑ､さすら方織 て啄 、

ら れて?  μ。 しヵヽ レ丘 年喰 み の1)0 工樹 わ 網上-々 開発 に緋 い、峯 £､時関 穴今更､ 不旧 訓

味調 味料 や固体 スープ々ご大だ 年化学ふ 玖rごし４利 用お仲 ぴフ い そ。 そ^ で和 風･  浮風に

し汁 ９表庭 でヽ 列 丈）刊叉狐 色知 り、7     らド 便Ifl ? 八て ぃい りりり χΓこヽ`し升^  天然 年化馨合 孜

rごしｼす･･官斟｡評 価 を行 いヽ こ入 ら内幕 双分 乙式軟検討 しμ 乙 いり弗 干､り知 狐と得に。

まﾚ浹 本 岑 万２万年'iよ°l 家庭 で の使 用実 豚§ア ンケ- ト調 査としに。 そ^  旅 米|*ヽ:hi-く吹 用さ

れ乙 ヽ柝 口風T ご`し叶 斗種類（ 鰹 仰 り^ やり漱rごし牛 化 学調 味料ぬ 加 の鰹 仰胤た’`し特
ヽ

風

味調 味料z 建類 ）と坪 風に しｼ↑5 種麹（ 牛 寸り 肉、玲骨、鶏骨 りふ 々りス､- ア スト ッ フ、

固体 スープz 種 類 ）＆試料 衣 と レ、各（ 味 、波磨奸 価に つ 八ヽて5  段禎坪 裁表 に よ'; 客 能

評 価 包行 った。 また成仏卜遠 組 アミ ノm. 、5-1  Mp 、5 乙AMP 、 乳酸に つヽAて測 走 しμ。

鳩果 和 風・浮 風rぶﾝ 汁 とむ尺型孝ｻれ 引 火m 観 度 剛 ＆|くこ(*| とん とj）万永庭lリ 、ﾚだ 和tこ|零

合 玖にし 剖更って のに。官 能評価 は和 鳳に･し汁乙丿 丸K 孝瞎 に レ汁 似、 訂; 溥溺ダ い↑ でヽ

いm 降 スーフ' 0,  し のヵ討 れf  K あ い評 価 り 昇か-    ̂心"J 和風 に七 片 でロ名 り、^n 洋 風に

しけ では味 に評 価・ 重 飢bヽ<'ヵ̂ヽ 践に もりt  考 えろ。 成ふ<5 うち折 心匙離7  ミ ノ繊 にフい１ 、

和 風rでし叶X-[i  夭だ 希桟 にし吋^ 大瓢 々化 営ﾉ訃収ばし汁い柘量 にに 刄がみ ら人V ）≒ たが.

組 践￥ μ ｸﾞ･レタミ ソ酸 、 タウ リ ンノ。ヒ ス､チ-r ンす 聊飢 な刄tis-み らト た。 また浮風ずごし竹で

は両 奢に島 量･  組 収とい ；肩剱 な 刄ヵヽごみら人、 刄包素銭 のス ープ 尺卜 ヽ･クtり 種 類の了 ミ

ノ酸 に よ って構 我 ？ 人、国 陣 ス ープ で■ μT  )レタI ン酸 が 主｡体 て-あ った。


